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様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書 

幹 事 長 印 経理責任者印 

  

  

平成３０年３月２０日 

 

 幹事長 

   佐古 員規  殿 

                                           出張者氏名   河合 弘樹   印 

                             佐古 員規  印 

   下記のとおり報告します。 

 

１．出 張 先  千葉市美浜区中瀬 2-1 幕張メッセ 

 

２．出張日時 平成３０年２月２１日～平成３０年２月２２日    

 

３．出張用務 （宿泊を要する場合はその事由） 

・地方創生 EXPO、・スポーツビジネス産業展  

・ライブエンターテイメント EXPO・イベント総合 EXPO 

上記３日間開催の EXPO 及び基調講演、セミナーに２日間参加 

 

  ４．旅    費 

飛行機代 ２５，１８０円×２人＝５０，３６０円 

宿泊費   ６，５００円×２人＝１３，０００円 

日 当   ６，０００円×２人＝１２，０００円 

交通費 日根野～関西空港 電車 460 円×往復×2 人＝1,840 円 

羽田空港～幕張メッセ中央バス停 

バス 1,150 円×往復×2 人=4,600 円 

海浜幕張－千葉みなと－ＪＲ千葉駅 

電車・モノレール 360 円×往復×2 人=1,440 円 

 計  ８３，２４０円  
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５．報 告 

 内容  地方創生 EXPO 

 日本の地方創生を考える    

  スポーツと音楽で地方創生。 東京～地方へ、価値観を物から事に！ 

 地元の素晴らしい物の発掘と発信の仕方を考える。  

 健康寿命を延ばして、孫と一緒にスポーツをして癒しを求めること。 

 子供の運動能力の低下の問題。  役所だけでなく、産業・官僚・学生・金融・ 

 労働組合等が、一丸となって取り組むこと！ 

 地方創生の国家戦略 

 自主、自立の地方創生を目指す地方こそチャンスがある！ 

 出生率の地域差と東京一極集中の課題。 人口の安定化と人口構造の「若返り」 

 地方創生の必要性。 「人口減少」を克服し、地方の創生、日本の創生を目指す。 

 地方への新しい「ひと」の流れをつくり、生涯活躍のまちの推進。 

 マーケティング戦略 

 インターネットと AI の活用や都市空間の創出を行うスポーツをきっかけとした 

 エンターテイメント空間・観光空間・ビジネス空間・居住空間としての複合的機能 

 を備えた都市空間を創出。  スポーツを通じて人と街を元気にする。 

 感想 

 地方創生のあり方は短期的に、表面的な問題を解決しようとするのではなく、本質  

 問題にじっくり取り組み、人材育成、自立心の再生、住民自治の確立、地域経済の  

 循環構造の構築、若者が力を発揮できる風土づくりが必要であり、国、府、町、 

住民が一丸となって自分たちの目標をしっかりと持ち、地域の活性化を目指し、 

 しっかりと取り組むべきである！ 
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地方創生ＥＸＰＯ・スポーツビジネス産業展・イベント総合ＥＸＰＯ参加について 

＜1 日目＞平成３０年２月２１日（水）１０時～１７時 

会派視察として今回第１回目となる地方創生に関する日本最大級のイベント及び

基調講演・セミナーに参加した。この企画は、「近年、地方創生関連予算をより有効

的に使うための計画や企画を見つけたいと考える自治体が急増している。 

本展には、観光・集客サービスの支援、地域産業や企業支援、住みたくなるまちづ

くりのためのサービス、福祉・医療サービスが一堂に出展。全国の地方創生に関わる

自治体が来場し、地方創生に向けた具体的なサービス導入・検討の場となる。」とい

う開催趣旨であることから、現在本町が抱える交付金や町税等減少する中、今後何を

どのように取り組むべきなのかについて、石破元地方創生担当大臣はじめ、内閣府官

僚の方によるその専門分野の基調講演セミナーを受講した。 

 

①２月２１日１０：００～１１：３０＜基調講演＞ 

・テーマ：「日本のエンターテイメント・スポーツ・地方創生を考える」 

  ・講師：（一社）コンサートプロモーターズ協会  会長 中西健夫氏 

（一社）日本トップリーグ連携機構 代表理事会長 川渕三郎氏 

      衆議院議員 ライブエンターテインメント議員連盟会長 石破 茂氏 

 

 日本のこれからの地方創生を考える上で大切な事及びこれからのまちづくりにつ 

いて事例を交えながら３者３要の立場からパネルディスカッションされた。 

・スポーツと音楽は共通している。スポーツとフェスのコラボなど各団体の協働が不

可欠。２０２０年オリパラに向けたアリーナなど施設のバリアフリー化が急務。 

観戦施設をスイートルーム化のビジネスモデル化も行っている。 

・一極集中の東京から地方へ、ものからことへ。トップは現場に足を運ぶこと。地方

創生は役所だけではダメ！行政は「楽しいからやろう！」とは成らない。 

音楽とスポーツに触れる機会をいかに作るか！ 

・子どもの体力低下が問題。もっと小学校にてスポーツに長けた先生を採用していく

べき。また女性や女の子でもお年寄りでも楽しめる新しいスポーツを開発すべき！ 

（ウォーキングサッカー）夢は現実できる！体育館からアリーナへ移行すべき！ 
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考察：熊取町では、近隣市町にはないスポーツ専門の大阪体育大学をはじめ４つの大 

学があり、熊取町の最大の特徴である。先駆けとして、現在のＤＡＳＨプロジェクト

の実現に向けた、産官学の本町一体の取組みを加速度的に推進することが必要と考え

る。 

②２月２１日１２：３０～１３：１５＜地方創生の今＞ 

・テーマ：「地方創生は成果を検証し、軌道修正を図る時期に」 

～自分たちの「地方創生」に向けて、今自治体職員が考えるべきことは？～ 

  ・講師：（一財）地域活性化センター  理事長 椎川 忍氏 

 

 内発的発展の典型例として鹿児島県鹿屋市柳谷集落「やねだん」の事例について、 

国の補助金に頼ることなく、若者からお年寄りまで住民自ら様々な知恵を出して取り  

組み、現在も発展している例を紹介。 

たった一人のリーダーの働きから、始まったことなどからも、熊取町においても 

このような「熱いリーダーの育成」により一層注力すべきと考える 

 また、公務員の考え方姿勢について、机上での空論ではなく、実際に現場に出て 

住民と一緒に汗をかき、そこで個々の立場で出来ることを実践することが大切である  

と。もっと外に出て現状をよく見ることと語られ、共感した。 

現在の本町及び周辺地域ひいては大阪府、関西といった広域の目で現状を把握し、 

住民や企業、学校の声を活かし、将来の熊取町の進むべき方向性のヒントをいかに行  

政と共に協働していくのかが重要と考える 

 

③２月２１日１５：００～１６：３０＜スタジアム観戦の最前線＞ 

１・テーマ：「スポーツ×ＩＣＴによる新たな観戦の形」 

～スタジアム・アリーナでのスマートフォン活用事例～ 

  ・講師：日本電信電話（株）新ビジネス推進室 担当部長 小笠原 賀子氏 
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  スタジアムやアリーナで現地観戦されている方へのサービスとして、スマホ用大

会公式アプリを開発。その商品の紹介。現地観戦すると、ゴールシーンであったり、 

白熱している選手の状況が良く見えないことに対し、現地で見ているだけではなく、 

例えは、上空からの映像がリアルタイムでスマホで同時に映像として確認できる。 

このようなアプリによるスポーツ観戦の補助ツールとしてはかなり有効なツールで 

あると思う。オーロラビジョンに代わるサービスとしても今後注目されるであろう。 

併せて、フリーＷｉＦｉの増設推進及び、町内商店の協力によるクーポンなどの直接  

配信サービスなども活用すれば地域活性につながるものとヒントを頂いた。 

 

＜２日目＞平成３０年２月２２日（水）１０時～１７時 

④２月２２日１０：００～１０：４５＜地方創生の国家戦略＞ 

・テーマ：「自主・自立の地方創生を目指して」 

～まち・ひと・しごと創生総合戦略２０１７改訂版を中心として～ 

  ・講師：内閣官房 まちひとしごと創生本部事務局 総括官補 末宗 徹郎氏 

 

 地方にこそチャンスがある→東京流入の流れを地方へ。地方創生の必要性 

 コンパクトシティをつくる。例：Ｉターンした学生には奨学金免除など 

 4 本の柱：①地方に仕事をつくる ②地方への新しい人の流れをつくる 

      ③結婚・子育ての希望実現 ④まちをつくる 

 ・地方における若者の修学→きらりと光る地方大学 

 ・企業の本社機能移転（既婚率 UP） 

 ・障害活躍のまち（日本版ＣＣＲＣ）の実現 

 ・企業版ふるさと納税の活用 

 ・若者に「地方にこそ夢とチャンスがある」と思ってもらえる大胆な施策実施 
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 ・官民連携による自主・自立に向けた取組（縦割りでなく横串しで政策を！） 

 わが熊取町においては、土地柄コンパクトシティに適した環境にあり、大学もある

事から、学生をはじめ若者が集うまちである。若者の意見をどんどん企画立案時から  

関わっていただき、若者目線による将来を見据えたまちづくりを行うべきであろう。 

若者による地方生活実現会議等を実現したいと考える。また、企業版ふるさと納税も 

積極活用するための提案もどんどん行っていきたい。 

 我々が将来の熊取町に何を残すのか、今何をすべきかをしっかり考えて提案したい  

と思う 

 

⑤２月２２日１２：３０～１４：００＜マーケティング戦略＞ 

・テーマ：「横浜 DeNA ベイスターズが進めるマーケティングに基づく革新的な 

球団経営」 

  ・講師：(株)横浜 DeNA ベイスターズ 代表取締役 岡村 信悟氏 

   

 ・スポーツの成長産業化→新ビジネスの創出 

 ・ローカルを追及する・スマートベニュー事業 

・都市空間の創出→まち全体がエンタメ空間に！ 

 ・横浜文化体育館をＰＦＩ事業で改修・縦の軸でスポーツがつながる仕組みづくり  

・選手のセカンドキャリア 

 ベイスターズの行ったことはずばり地域と一体に楽しめる街の創造を行ったこと 

である。わが町でみると、プロのホーム拠点こそないが、スポーツ体育に特化した 

大阪体育大学はじめ４つの大学があることから、大学、行政と、地元スポーツ団体の 

一体連携を進めていくことが重要と考える。まずは大体大との DASH プロジェクト 

の実現に向けて努力していきたい。 
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・テーマ：「Ｂリーグ集客ナンバーワン！千葉ジェッツの秘密」 

    ～5 年で大幅黒字化を実現したマネジメント戦略～ 

  ・講師：(株)千葉ジェッツふなはし 代表取締役社長 島田 慎二氏 

 

 ・集客が経営の根幹！まずは社員の意識改革から！ 

 ・人は評価されているものは観てみたい心理を活用：行列のできるラーメン店 

 ・集客は選挙に勝つプロセスと同じ 集客＝選挙活動 

・集客の票田に適切にアプローチすることが大切：数字の見える化 

 ・スポーツビジネスは際限が可能 

 プロスポーツの収入源はまさに集客益と広告。その集客方法が選挙活動と同じ 

 という発想に驚いた。聞くと「なるほどそのとおり」と感心した。 

 となると、熊取町で考えるに、立派なひまわりドームにいかに観るスポーツを定着 

させるか、また、いかに本物のゲーム観戦ができるよう、プロ又は大学スポーツチー  

ムによる大会を誘致するのかに知恵を絞っていきたい。可動式による観客席増設 

（現在千席程度→２～３千席に！）についても研究していきたい。 

 

⑥２月２２日１５：００～１５：４５＜スポーツツーリズム＞ 

・テーマ：「スポーツ×地方創生」 

～スポーツツーリズム活性化への取り組み～ 

  ・講師：スポーツ庁 参事官 仙石 光仁氏 

 

・スポーツコミッションの事例：さいたま市 経済効果２９．１億円 

 ・景観・環境・文化・・・掛け合わせることでスポーツの力が発揮  
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  観光目線からスポイーツ目線へポジティブに見直してみる 

 ・地域スポーツコミッションの拡大 ５６団体→１７０団体へ 

 ・スポーツツーリヅム３８００億円国家予算 

 ・スポーツ文化ツーリズムアワード２０１６ 専門家を派遣します。 

 ・ＦＵＮ＋Ｗａｌｋｉｎｇ、アスリートの卵を発掘する事業を行う 

 現在、私たちが熊取町へ提案していることが、まさにこのセミナーの内容である。 

ぜひ町長はじめ幹部職員にも受講してほしい内容である。まさに、大阪体育大学が 

ある本町において、スポーツを切り口に事業展開することは決して間違ってはいない  

帆考える。むしろ、逆にそれを大阪の中でもいち早く「スポーツコミッション立ち上  

げ」を行うべきと考えている。 

 まずは、大学等も含めた地元スポーツ各種団体の連携強化に努め、その後、新たな 

事業展開に進みたい。また交付金や TOTO の助成金など、さらに研究していこうと 

思う。 

                                 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 










